
平成３１(令和元)年度全国学力・学習状況調査結果を授業改善に生かすために

県北教育事務所

算数（小学校） ※ 領域別の正答率（値は県北地区）

※ 正答率の比較 【正答率から見えた成果】
○ 図形の性質や構成要素

正答率 H31(R1) 全国比 に着目し，ほかの図形を
構成することができる。

県北 65.0 -1.6 １(2)
○ 示された減法に関して

県 65.0 -1.6 成り立つ性質を基にした
計算の仕方を解釈し適応

全国 66.6 することができる。３(1)

＜正答率の低かった問題＞ 例：２(3)
◇ 判断の理由を言葉や数を用いて記述できるかどうかをみる。

「資料を分類整理し，表やグラフを用いて分かりやすく表したり読み取ったりすることができるよう
にする。」（第３学年「D 数量関係」第５学年「B量と測定」に関連する問題です。）
番号を１と選び，次のＡまたはＢのいずれかで，それぞれＡ①，Ａ②，Ａ③の全てまたはＢ①，Ｂ

②の全てを書くことができた児童 48.0％でした。
Ａ 一人当たりの水の使用量について，グラフから読み取った資料の特徴や傾向を基に，わけを書い
ている。
Ａ① 一人当たりの水の使用量が（市全体の水の使用量)÷(市の人口）で求めることができること

を表す言葉や式 Ａ② 市全体の水の使用量が変わらないことを表す言葉や数 Ａ③ 市の人口が増
えていることを表す言葉や数

Ｂ 2010年，2013年，2016年の一人当たりの水の使用量を求めて，わけを書いている。
Ｂ① 一人当たりの水の使用量が（市全体の水の使用量)÷(市の人口）で求めることができることを
表す言葉や式 Ｂ② 2010年，2013年，2016年の一人当たりの水の使用量を表す数

＜学習指導にあたって＞
ポイントは，「数学的に表現・処理した結果から判断できる力」の育成です！
○ 数学的に表現し伝え合えるように
・ 具体物や言葉とともに，図，言葉，数，式，表，グラフなどの数学的な表現を用いて考えたり，
説明したり，互いの考えを表現し合ったりする活動を積極的に取り入れる。

・ 児童のつまずきの「見取り」「取り上げ」，つまずきの根拠を明確にしながら「修正」する活動
を重視する。

【正答率から見えた課題】
● 資料の特徴や傾向を関連付けて，水の使用量の増減を判断し，その理由を記述できる。２(3)
● 示された場面において，複数の数量から必要な数量を選び，立式することができる。４(2)
● 示された除法の式の意味を理解している。３(4)

【「ふくしまの授業スタンダード」との関連】
☆ 根拠や理由を明確にして自分の考えを書く学習活動を指導過程の中に位置付けましょう。
☆ 友達との交流を通して，考えを共有・吟味させましょう。
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